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１．参加会社１．参加会社１．参加会社１．参加会社

２．養成コース毎の養成規模、養成期間並びに１回当たりの養成人数２．養成コース毎の養成規模、養成期間並びに１回当たりの養成人数２．養成コース毎の養成規模、養成期間並びに１回当たりの養成人数２．養成コース毎の養成規模、養成期間並びに１回当たりの養成人数

３．平成20年度指導スケジュール３．平成20年度指導スケジュール３．平成20年度指導スケジュール３．平成20年度指導スケジュール

Ⅱ 指導力強化及び現場力強化に資する安全の鬼養成コースの開設とそれぞれの狙いⅡ 指導力強化及び現場力強化に資する安全の鬼養成コースの開設とそれぞれの狙いⅡ 指導力強化及び現場力強化に資する安全の鬼養成コースの開設とそれぞれの狙いⅡ 指導力強化及び現場力強化に資する安全の鬼養成コースの開設とそれぞれの狙い

Ⅲ　安全の鬼実行推進委員の選出Ⅲ　安全の鬼実行推進委員の選出Ⅲ　安全の鬼実行推進委員の選出Ⅲ　安全の鬼実行推進委員の選出

Ⅳ　安全の鬼実行組織表Ⅳ　安全の鬼実行組織表Ⅳ　安全の鬼実行組織表Ⅳ　安全の鬼実行組織表

８６人 ４０人 約２年

４１８人
（一般層86名含む）

平成20年5月8日
八幡製鐵所八新会

安全体質強化活動－安全の鬼養成実行計画書安全体質強化活動－安全の鬼養成実行計画書安全体質強化活動－安全の鬼養成実行計画書安全体質強化活動－安全の鬼養成実行計画書

８０人 約５年

　現場最前線の責任者として、経験の浅い層に対しては適切な安全指導ができる知識と感性を、またベテラン
に対しては手抜き省略行為等を見逃さない毅然とした指導ができる心構えを、これらの端緒を開くきっかけとす
る。

  　今回の安全の鬼養成は、平成17年の当活動実績及び先輩安全の鬼の意見を考慮した答申結果に基づ
き、指導力強化を重視した管理者コース」と現場力強化を重視した「監督者コース」の２コースを開設します。な
お、監督者という名称は職長・班長層、作業責任者、工事監督者を総称してます。

１．管理者コースの狙い
　　　１．管理者コースの狙い
　　　１．管理者コースの狙い
　　　１．管理者コースの狙い
　　　

　　現場・機能部門双方は、連携して安全体質向上に資する指導力向上を啓発するため、安全管理の専門分
野に踏み込んだ安全知識、技術・技法を習得、及び課題解決演習、現場診断を通して問題点の発掘ができる
感性の向上を図る。

２．監督者コースの狙い
　　　２．監督者コースの狙い
　　　２．監督者コースの狙い
　　　２．監督者コースの狙い
　　　

対管理・監督者養成比率
(既養成者含む)

５３％
（対参加会社従業員の

約１０％に相当）

  　安全体質強化検討諮問員会では、本活動実施計画の主旨を踏まえこの約2ヶ月間実行計画の策定を行な
い、4月24日の連絡会議に答申書を提出されました。当会では、この答申書が示す「安全に強い人づくり」の実
施要領と委員各氏の意見を踏まえ、「安全の鬼養成実行計画書」を作成しました。

養成コース 養成規模人数 年間養成人数 養成終了期間

管理者コース

監督者コース
　現行の「安全体質強化検討諮問委員会」は、今回の答申書を提出したことで所期の目的は達成しましたので
解散します。
　これに代わって、新たに「安全の鬼実行推進委員会」を設置し答申書を踏まえた教育プログラムの精査、講師
の選出、安全衛生部会員の役割分担等々、実行に係る諸課題の対応に当たることとします。
　当委員会のメンバーは、次に示す「安全の鬼実行組織表」を参照下さい。

22富安（株）

新日本熱学（株）九築工業（株）

太平工業（株）

21戸畑共同火力（株）

16

（株）高田工業所

津山興産 18（株）ケイハン

4

5

13

14

93

20 ﾆｯﾃﾂ八幡ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）

1

2

7 （株）テツゲン

8 （株）スピナ

光和精鉱（株）

山九（株）

一連
No

会社名
一連
No

会社名 会社名
一連
No

会社名
一連
No

会社名

19 （株）ﾆｯﾃﾂ・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛﾓｰﾄ北九州

一連
No

23

（株）九州電磁鋼ｾﾝﾀｰ 10

（株）ｱｽﾃｯｸ入江

日鉄環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）

（株）九州ﾃｸﾉﾘｻｰﾁ 11 日鐵運輸（株）17

15

三島光産（株）

25

濱田重工（株）

不動鋼板工業（株）

吉川工業（株）

（株）山本工作所246 12 （株）日鉄エレックス
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＜第１回：H20.6．3～H20.10.31＞＜第１回：H20.6．3～H20.10.31＞＜第１回：H20.6．3～H20.10.31＞＜第１回：H20.6．3～H20.10.31＞

　・評価反省（総括）
　・事務局資料整理
　・安衛委員会で報告
　・第3回受入れ準備

Ｂ５班

●●●●●●●
Ａ８班
Ｂ８班
C８班
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＜第２回：H20.１１．４～H2１.３．３１＞＜第２回：H20.１１．４～H2１.３．３１＞＜第２回：H20.１１．４～H2１.３．３１＞＜第２回：H20.１１．４～H2１.３．３１＞
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Ａ３班
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Ａ２班

●Ｂ２班
C２班

●

●
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C１班

Ａ１班
● ●Ｂ１班

６月 ７月 ８月 ９月 １０月
９～３０

火・木

● ●

　・評価反省（総括）
　・事務局資料整理
　・安衛委員会で報告
　・第2回受入れ準備

●

●

●
安全衛生部会員

２名

監督者コース

ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括
（光武安全衛生部長）（光武安全衛生部長）（光武安全衛生部長）（光武安全衛生部長）

C班（８名）

指導員

水野隆義

元新日化
事務局長

安全衛生部会員
２名

安全衛生部会員
２名

A班（８名）

日鐵運輸安全衛生ﾏﾈｼﾞｬｰ

日鉄ｴﾚｯｸｽ安全衛生課長

濱田重工安全衛生課長

安全の鬼
５名

労災防止
指導員

新日鉄ｴﾝｼﾞ協力会
事務局長

安全の鬼
５名

安全の鬼
５名

日鉄環境ｴﾝｼﾞ安全環境防災ﾏﾈｼﾞｬｰ

八新会事務局

森山部会員

花見部会員

指導員

ﾆｯﾃﾂ八幡ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ課長

B班（８名）

林 矩之 若林新蔵

指導員 指導員

太平工業安全衛生課長

管理者コース（８名）

事務局

実行推進員委員会主査

指導員
事務局

梅本部会員

相良部会員

金子部会員

岡松部会員

安全の鬼実行推進委員安全の鬼実行推進委員安全の鬼実行推進委員安全の鬼実行推進委員

副班長 福井副部会長

女子職員
(小泉里美)

山九安全環境担当部長

事務局員
(八新会事務局兼務)

堀部会員（主査） 安全の鬼養成ｸﾞﾙｰﾌﾟ安全の鬼養成ｸﾞﾙｰﾌﾟ安全の鬼養成ｸﾞﾙｰﾌﾟ安全の鬼養成ｸﾞﾙｰﾌﾟ

班長 江本教育部会長

安全衛生委員会員委員長

安全衛生部会長・副部会長

安全衛生教育部会長・副部会長

（会長・副会長）

安全衛生（環境防災）委員会

安田委員長

安　全　専　門　班安　全　専　門　班安　全　専　門　班安　全　専　門　班

安全衛生教育部会 連絡会議メンバー連絡会議メンバー連絡会議メンバー連絡会議メンバー
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Ⅵ　指導プログラム　Ⅵ　指導プログラム　Ⅵ　指導プログラム　Ⅵ　指導プログラム　

１．管理者コース１．管理者コース１．管理者コース１．管理者コース ２．監督者コース２．監督者コース２．監督者コース２．監督者コース

（１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子 （１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子（１）実施要領の骨子

（３）指導の進め方（３）指導の進め方（３）指導の進め方（３）指導の進め方 （３）指導の進め方（３）指導の進め方（３）指導の進め方（３）指導の進め方

（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム

第８日目

導入 講義 演習
講義
演習

現場
診断

現場
診断

講義
演習

修了
確認

第１日目 第２日目 第３日目 第４日目 第５日目 第６日目 第７日目 第７日目

（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム（２）日別指導プログラム

第６日目 第８日目第１日目 第２日目 第３日目 第４日目

講義
講義
演習

現場
診断

第５日目
鬼ﾊﾞｯｼﾞ

授与

事業所
ﾄｯﾌﾟ

鬼ﾊﾞｯｼﾞ
授与

事業所
ﾄｯﾌﾟ

講義
演習

現場
診断

現場
診断

修了
確認

導入

OSHMS、リスクアセスメント、Y-AMS、安全文化について、下請安全指導ﾏﾆｭｱﾙ、安全評価システム、管理者の法的責任、他

災害分析と対策立案、安全管理の年間計画の立て方、現場指導の進め方、災害検討を通して感性の涵養、問題解決技法

自職場の問題点とその解決策、４R危険予知の効果と実技、法定資格と適正配置、職場改善計画の立案、指導力に資す表現力の涵養

災害事例研究の再確認、受講効果の確認、班別討議、受講感想の全体発表、

カリキュラム 主な指導内容

導入時の課目
（監督者コースと同じ）

知識関係の課目

技術・技法関係の課目

演習・実務関係の課目

修了時の課目

自身の安全知識・安全感性の確認、安全の鬼とは、他

災害事例による災害防止、

災害事例研究の再確認、受講効果の確認、班別討議、受講感想の全体発表、

労働安全衛生法の概要、監督者の法的責任と役割、リスクアセスメント、八幡製鐵所構内における安全管理

自身の安全知識・安全感性の確認、安全の鬼とは、他

主な指導内容

知識関係の課目

技術・技法関係の課目

カリキュラム

演習・実務関係の課目

修了時の課目

導入時の課目
（監督者コースと同じ）

宿題 宿題 宿題

8:30 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

第１日目第１日目第１日目第１日目 8:30　受け入れ＜事務局＞

（導入） 　　　8:40　オリエンテーション＜事務局＞ 13:00　受講者の質問等＜事務局＞

9:00　開講挨拶＜会長、副会長、理事の輪番＞

　　9:15　知識
感性アンケート

　　　　　 9:50　安全の鬼について

　　　　　10:50　災害から学んだこと・学ぶこと

第2日目第2日目第2日目第2日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』

前日迄に提出 （講義
討議方式）

第３日目第３日目第３日目第３日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』

宿題の解説

第４日目第４日目第４日目第４日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』 15:30　法定資格と適正配置

宿題の解説

第５日目第５日目第５日目第５日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』

宿題の解説

第６日目第６日目第６日目第６日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』

宿題の解説 ≪原因と対策について≫「含む対策の実施状況」

第７日目第７日目第７日目第７日目 朝会 9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
指導員・事務局 『宿題』

9:00班別ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
第８日目第８日目第８日目第８日目 朝会 『宿題』

≪最終日≫指導員・事務局 宿題の解説 9:30　災害事例検討『自己確認方式』

3日目検討内容の再検証】 『他の者は質問者』

『効果確認プログラム』
同左発表会【各自】

≪自職場改善計画≫

9:30　玉掛け作業ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝについて『行政指導の方向性と現実問題』 12:45　　Y－AMS（八幡製鐵所OSHMS）≪入門編≫

9:30　災害事例に学ぶ『災害発生現場研修－１』 12:45　　　災害事例に学ぶ『災害発生現場研修－２』 15:30　事例研修まとめ『討議方式』

≪原因と対策について≫「含む対策の実施状況｣

9：30　災害発生のﾒｶﾆｽﾞﾑ『講義と討議方式』  

『講義と事例研修』

12:45　　危険予知活動について『講義と演習』

9:30　　現場安全診断の実施『可視化の表現と優先順序』

≪Ｓ社モデルの検討≫

9:30　　安全衛生管理計画の作り方『講義と演習
報告検討』 12:45　　災害分析と対策検討『各社で発生した災害を教材に、討議方式』

（新規作成のチェックリスト勉強） （対策の優先化）

16:00　安全評価ｼｽﾃﾑ

13:15　アンケートの解説

ｱﾝｹｰﾄ方式＜事務局＞

9:30　管理者の法的責任・責務について11:00　災害分析技法 12:45　　下請け安全指導マニュアル　　　　　　　　　20分休憩15:00　現場指導の進め方16:00　リスクアセスメント

14:25　活動実施要領説明＜事務局＞

15:00　職場改善『アクションプログラム』作成

16:00　職場実態把握と今後の課題

15:30　結果まとめ『まとめ方演習』

現場
実践

現場
実践

現場
実践

8:30 9:00 10:00 11:00 昼　休　み昼　休　み昼　休　み昼　休　み12:45 14:00 15:00 16:00

第１日目第１日目第１日目第１日目 8:30　受け入れ＜事務局＞

　　　8:40　オリエンテーション＜事務局＞ 13:00　受講者の質問等＜事務局＞

9:00　開講挨拶＜会長、副会長、理事の輪番＞

　　9:15　知識
感性アンケート

　　　　　 9:50　安全の鬼について

　　　　　10:50　災害から学んだこと・学ぶこと

第2日目第2日目第2日目第2日目 朝会 9:00　自己紹介

指導員・事務局 9：30　安全衛生法違反事例『ビデオ、Gr討議』 12:45　労働安全衛生法の概要『安衛則等』 15:00八幡製鐵所構内の安全管理

16:00　全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

第３日目第３日目第３日目第３日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

事務局会議 9:30　危険予知能力の向上『４R危険予知』 12:45　　リスアセスメントについて学ぶ『ビデオ、リスク評価要領、演習』

※「アシモと学ぶﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ」、職場安全診断リスク評価表（危険感性向上）

第４日目第４日目第４日目第４日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

事務局会議 9：30　現場診断『危険感性指導力強化→危険要因排除』 14:00　診断結果の整理『ﾁｪｯｸﾘｽﾄ整理、指導員との意見交換』

第５日目第５日目第５日目第５日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

事務局会議 12:45　災害原因の究明と対策立案の進め方『事実確認～対策の樹立』

＊作業指揮者共通の職務》　入構者教育テキストより

第６日目第６日目第６日目第６日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

事務局会議 9：30　現場診断『危険感性指導力強化→危険要因排除』 14:00　診断結果の整理『ﾁｪｯｸﾘｽﾄ整理、指導員との意見交換』

第７日目第７日目第７日目第７日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

事務局会議 9：30　現場診断『危険感性指導力強化→危険要因排除』 14:00　診断結果の整理『ﾁｪｯｸﾘｽﾄ整理、指導員との意見交換』

第８日目第８日目第８日目第８日目 朝会 9:00　班別ミーティング（２班）

≪最終日≫事務局会議 9:30　修了確認『知識・感性向上度の確認、テスト解説》 12:45　班別討議

13:15　アンケートの解説

14:25　活動実施要領説明＜事務局＞

　15:30　管理者・監督者
　　　　　　合同ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（閉講式）

15:30　全体ﾐｰﾃｨﾝｸ

15:30　全体ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

16:00　職場実態把握と今後の課題

ｱﾝｹｰﾄ方式＜事務局＞

9:30　監督者の役割『自職場の危険、有害業務の把握』　　　　　

15:30　全体ﾐｰﾃｨﾝｸ

※「安全衛生法違反の事例」他1件


